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← -G. C. Allenの金属・機械工業の構造分析を中心にして一一
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I はじめに








さて，本稿はその作業の 1っとして， G. C. Allenの Thelndusfrial Deve-
lop刑問tof Bi州 ungha刑酬dthe Black Cou叫叩，1860-1927， 1929を紹介し土
うとするものである九本書は表題の示すよう仁， イギリスの金属・機械工業
の中心地であるパーミンガム=ブヲヅグ・カソトリ地域の産業構造を対象とす
るすぐれた構益分析である。そこでは， 1860年代と 1890年から 1920年にし、た
る時期の2つの段階の構造を対比しながら，第1に支配的な産業の型がどのよ
1) 野口祐「経嘗管理論史J196f1年，第1.2，3.4章轟開門





論叢」第四巻第4号 1957竿10月:Ao Fo:x. "Industrial Relations in Nineteenth-Century 
Birmingham "， OXf01'd Ec.onomio Papers， New Series， Vol. 7. No. l，' 1955.また， Allen， 
" Metll口 d~ of Industrial Organisation in the West Midlands， 1860-1927"， E叩nom~t
Histo吋， Vol. 1. No. 4， 1929は Allenの前掲書の要約論文である。




















































5) Cf.， Allen， The Tηdust内alDevuopment 0/ Bげ例同gham酎 Idthe Black Countt'y， 1860-
lf)27. 1929， Part 11， Cha_p. 1， 11， III; Part III; Fart IV， Chap. 1. II. III; Part V， 
Chap. 1， II. 
6) 三戸公「装置工業論序説J1957年， 5-6ベー γ。









位をしめるにいたっていない (Allen，めid_， Part I!， rhap. !， II， III以下，本文中




さて， 1875年から 1886竿にわたる「大不況」期を分水嶺として， との地域


















的，000-30，000人 f 石炭鉄鉱右 下人
I r銑鉄 1，800 
L 1錬鉄 11.900 
15，000-20，000 釘(打ち釘・機械製釘 2，000
7，000-10，000 真ちゅう 非鉄金属 37，700 
|銃 3，200
L 宝石細工ー装飾品 25，600 




| ポールト・ナット・もくねじ 18，200 
L ガラ久 5，400 
チェーン・錨 5，700 
ブリキ製品ー塗物 6，000 ? 
車両 10，600 




















ヨヨア・チ冨ヨレ ト 8，500 
醸造 5，700 
人絹 3，000官
注 1) アレゾは， 1861年の数字を主として，Ccnsus 01 Engl開 dand Wales R噌orts，
1861および， S. Timmins， Birmi，旬gham剛 dthe Midlaηd Hal'dware Dωt f'ioe~ 
1866から， 1921年の数字を c，旧制 ofEngland側 dWaZes Retorts. 1921から
抽出している (Allen，ibid.， pp. .97， 469-461)~ 
2) この範囲のものはこのほかにも多数あるが， ここでは， 後の発展をみる上で重要
なものだけを柚問してある。
3) 印は，不明または引用者の推測を示す。


























systemという基本的な 2つの生産組織形態に<<っている (pp.114-115， 151-
158) 






8) Cf. Allen， ibid.， Part I. Chap. IV， V， VI， VII; Part IV; Chap. IV， V; Part V， 
Chap. I1I. 
'9) レー ユン「ロジアにお吋る資本主義の尭展Jrレー ユゾ全集」大月書居刊j 第3巻第5.6章;
および姻江英一「改訂産業資本主義の神『造理論J1~62年 z 第 3 章第 2 草参照。






















































10) K. Marx， D酎 Ka戸畑'.邦訳，青木文庫版，長谷部文雄訳，第1部第13章第1節および第S
節若手，問。























































当であったということ，である c これらの障害は 1890年以降， つぎのような











































換性原理 I"interch剖 1geableprinciple" にもとづく大量生産方式が導入さ
れ，専用機械にも Eづく軍用銃工場が設立されたのである。この工場がさらに
「流れ作業Jμflowproduction" の原理にもとづいていたかどうかはアレン










柚内成立期における士場申IliIf町時腰 (395) 53 
手にうつっていった。しかし，これらの製造業者も一般的にまだ多様な機械の
受注生産壱行っており，ある特定機械の専門製造業者の段階にまで発展してい























11) J. E. Je茸erys，.Tlie Slory of the Engineers， 1800-1945， 1951， p. 51 




























13) c. Singer， E. J. Holmyard， A. R. Hall， & T.1. Williams (ed.). A H:叫 ory01 Tech 
no!ogy. 1957， Vol. V，邦訳，筑摩書房刊，第10巻， 497-498ベージ。








段階においては， 週生屋両 130~150 トンの能力舎もワ炉 3 基をもって構成さ
























は，パッドノレ炉1O~20 基，塊鉄炉 1 基，蒸気ハンマー 1 基， 鍛圧機l基， 再























18) Cf.， Roepke， op. cit.， Chap. II 





















は製鉄業の支配形態ではなかったのである (PartIII， Chap. IVおよび PartIV， 
Chap. II)。
これまでのととろでは， さきに設定した産業部門別に， 1860年代から 1920
年代にいたる期間における生産組織の発展をみてきた。ここではまず，問題の
焦点は問屋制度にかわって工場制度がどのようにして全体構造に普及しいてい
19) Cf.， ibid.， Chap. V 
58 (400) 第 97巻第4号
くかという点にあった。その場合，この展開過程を先導した 2つの基軸があっ























20) S. Lilley白 Men，Machines a吋 H~sto叩. 1948.邦訳，岩波新書版，小林秋男伊藤新一訳
161-168ベ シ。ここではとくにJ 大量生産のあとの2つの類型について説明されている。



















21) かれはまたj 産業によっては， overh日 d，fitter， charter.master. butty.あるいは plece-
血aster などとよばれることもあったが，基本町~11哩龍はおなじである (Allen， op. c，it. p. 16U)。
22) 内部請負制度の詳細については， さらiご，ヂド上忠勝，前掲論文，および D.F. Schloss， Me-
thods of IndustJ'ial Remu錦町ation，1894， Chaps. XIII， XIV， XV; E. J. Hobsbawm， 
The.Labour A口stocracyin 19 th Century Britain， in J. Savule (βd.)， Democ'J'aGy 
and the Labour Moveme叫， 1954. ppo， 229-231を事問。
23) 内部請負制度にはj たいていの場合問屋制度のもろ 1つの遺物，すなわち請負親方が作業にも
ちいた作業場ゃ光熱や動力などの使用料がかれの賃銀から，あたかもそれらのものが工場主では
なくて骨働者によって準備されるへきものであるかのようにj 差号|かれる，いわゆる cbarging



































独占成立期における工場制度の発展 (叫3) 61 
これが， 1890年代以降内部請負制度!とかわって急速に発展してきた集中的管理
制度 systemof centralized controlの内容である (pp.337-338)。 しかし，
もちろんこのあたらしい制度の発展は一様ではなかった。たとえば，この段階
にあらたに出現した工場制工業とくに機械工業でははじめからあたらしい制度
が採用されていた。しかし，前段階から発展してきた産業では内部請負制度の
消滅はかならずしも急速ではなかった。とくに製銑工場，圧延工場，刃物工場，
真ちゅう製品工場では，それが第 1次世界大戦の時期にし、たるまで支配してい
た (pp.338-339)。しかし，これらのム場においても大戦を契機としてあたらし
い管理制度がとりいれられ，1920年代にはそれが支配的なものとなっていたの
である (pp.424-426)。
V むすび
以上でわたしは，第 1に工場制度の普及過程がどのように展開するか，第2
に工場制度そのものの性格がどのように変化す右か，という 2つの視点、から，
アレγの産業構造分析や紹介してきた。それによって，わたしたちは←一一
第 1に， 19世紀中期の金属工業においては，工場制度はまだ素材生産部門で
しか支配的になっておらず，しかもその工場制度は生産管理方法において依然
として問屋制度j段階の買占人・手工業親方関係の遺物を残存させていたこと，
第2に， 19世紀末期から今世紀初年代にいたる時期においてはじめて，工場
制度が金属工業の全保構造で支配的となれしかもその過程で工場制度そのも
のが集中的生産管理方法にもとづく現代的な工場制度に発展していったといか
こと，
この 2つのことをしる己とができたのである。
(付記本稿は1965年12月経済学会例会における報告をまとめたものである。)
